
親
鷺

に
お
け

る
普
賢

の
徳

の
思
想
基
盤

に

つ
い
て

道

元

徹

心

親
鶯
に
お
け
る
普
賢

の
徳

の
思
想
に
つ
い
て
は
、
還
相
回
向
と
し
て

の
思
想
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ

つ
た
が
、
「
普
賢

の
徳
」
そ
の

も
の
に
絞

つ
て
思
想
背
景
を
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
つ
た
よ

う
で
あ
る
。

ま
ず
親
驚
の
著
作
の
中
で
そ
の
用
法
を
調
べ
る
と
、
『教
行

信

証
』

シ
タ
ガ

フ

ニ

(1
)

行
巻
大
行
釈
の
結
嘆
で

「
遵
二普
賢
之
徳
一也
」
と
あ
る
。
ま
た

『浄
土

(2
)
 

(3
)

文
類
聚
砂
』
や

『
唯
信
砂
文
意
』
に
お
い
て
も
普
賢
の
徳

が

語

ら

れ

る
。
ま
た
、
和
讃
に
お
い
て

『浄
土
和
讃
』
『
高
僧

和

讃
』
(曇
鷲
讃
)

で
同
様
に
表
現
さ
れ
、
そ
の

「普
賢

の
徳
」
に
弥
陀

の
慈
悲
の
極
ま
り

(4
)

で
あ
る
と

い
う
意
味
で
、
詳
し
い
左
訓
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
や

『如
来
二
種
廻
向
文
』
で
、
第

二
十
二
願

文
が
大
慈
大
悲
の
願
と
し
て
引
用
さ
れ
、

そ
こ
に
普
賢
の
徳
な
る
表
現

(5
)

が
あ
る
。
以
上

の
よ
う
に
親
驚
は
還
相
回
向
を
説
く

上

で

「
普

賢

の

徳
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

こ
こ
で
親
驚

の
普
賢

の
徳

の
背
景
と
な
る
経
論
を
調
べ
て

お
き

た

い
。
ま
ず
第
二
十
二
願
文
が

『
往
生
論
註
』
巻
下
に
二
箇
所
に
わ
た
り

引
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
親
驚
は

『
論
註
』
の

文

と

し

て

『
教
行
信

(
6
)

ヘ

ニ

ノ
ボ
チ

証
』
に
引
用

す

る
。
ま
た

『無
量
寿
如
来
会
』

の

「行
超
ご
普
賢
一登
ご

ニ

(7
)

彼
岸
こ

と
い
う
文
も

『
教
行
信
証
』
に
引
用
す
る
。
こ
の
他
に

引

用

は
し
な
い
も
の
の
、
親
鷲
が
重
視
し
て
扱

つ
た
と
思
わ
れ
る
経
論
の
中

ヒ

ト

シ

ク

で
普
賢

の
徳
が
表
現
さ
れ
る
も

の
を
調
べ
る
と
、
「論
註
』
に

「斉
二普

ニ

ジ
ク

ス

ヲ
(8
)

賢

一而
同
レ
徳
」
と
あ
り
、
ま
た

『
無
量
寿
経
』

や
異
訳
の

『
無

量

寿

如
来
会
』
の
序
文
、

そ
れ
に
第
二
十
二
願
文
に
普
賢
の
徳
が
説
か
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
親
鷺
は

『無
量
寿
経
』
や

『
往
生
論
註
』
を
依
り

所
と
し
て
普
賢

の
徳
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
問
題
は
普
賢

の
徳
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
一

般
に
弥
陀
の
慈
悲
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
背
景
が
ど

こ
に
あ
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
経
典
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い

く
上
で
、
『華
厳
経
』
が
詳
し
く
普
賢

の
行
法
や
行
願
を
説
く
こ
と

が

明
ら
か
と
な
り
、
普
賢
の
徳
の
思
想
背
景
が
考
察
で
き
う
る
こ
と
に
な

つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
見
解
を
述
べ
る
前
に
私
と
は
異
説

で
あ
る
普
賢

の
徳
を

「
行
普
賢
」
と
す
る
説
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
検

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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親
鷲
に
お
け
る
普
賢
の
徳
の
思
想
基
盤
に
つ
い
て
 (道

元
)

討
を
加
え

て
お
き
た
い
と
思
う
。

(9
)

こ
の
普
賢
の
徳
を

「
行
普
賢
」
と
解
す
る
こ
と
は
、
赤
沼
氏

・
山
田

(
1
0
)
 

(
1
1
)

氏
の
説
で
あ
る
。
華
厳
の

『
孔
目
章
』
に
よ
る
と
行
普
賢
と
は

『華
厳

(
1
2
)

経
』
離
世
間
品
所
説
の
十
種
普
賢
心
と
十
種
普
賢
願
行
法
で
あ
る
。
そ

こ
で
そ
の
内
容
を
調
べ
る
と
、
十
種
普
賢
心
の
大
慈
心
と
大
悲
心
と
は

衆
生
済
度

の
慈
悲
心
を
説

い
て
い
る
が
、
十
種
普
賢
願
行
法
を
合
わ
せ

て
全
体
的
な
意
味
を
考
察
し
て
も
、

一
般
的
な
菩
薩

の
智
慧
と
慈
悲
の

行
と
理
解
さ
れ
る
。
よ

つ
て
親
鷲

の
普
賢

の
徳
の
思
想
で
あ
る
弥
陀
の

慈
悲
そ
れ

に
還
相
回
向
で
い
う
従
果
向
因
の
相
と
し
て
の
思
想
に
比
べ

る
と
、
行
普
賢

の
所
説
は
ま
だ
不
十
分
で
普
賢
の
徳
の
思
想
背
景
と
す

る
に
適
当

で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
私
が
注
目
し
た
い
の
は

『
華
厳
経
』
普
賢
行
願
品
所
説
の
普

(
1
3
)

賢
の
十
大
願
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
第

一
の
礼
敬
諸
仏
と
第

二
の
称
讃
如
来
の
願
で
は
如
来
を
敬
い
そ
の
功
徳
を
た
た
え
る
こ
と
を

説
く
。
第

三
の
広
修
供
養

の
願

で
は
仏
の
供
養
と
共
に
衆
生
済
度
を
説

く
。
ま
た
第
八
の
常
随
仏
学
で
、

ク

ノ

ノ

リ

ソ

テ

如
ニ
此
娑
(婆
世
界
鴨
毘
盧
遮

那
如
来
。

従

二初

発
心
叩
精
進

不
レ
退
。

以
二
不
可
説

ナ
ル

ヲ

ス

ト

ギ

ヲ

ス

ト

リ

ヲ

ス

ト

不
可
説

身
命

一而
為
二布
施

幻剥
レ
皮
為

レ
紙
。

折
レ
骨
為

レ
筆

…
…
中
略
…
…

ク

ノ

ヒ

ニ

ス

ヲ

ス

ル

ヲ

ニ

ク

ノ

如

二
大
雷
震
叩
随
一一其
楽

欲

一成

二熟
衆
生

叩
乃
至
示
呂
現
入
二於
浬
薬
崎
如
レ
是

一
切

(
1
4
)

我
皆
随
学
。

と
し
て
如
来
が
種
々
な
会
座
に
変
化
し
て
衆
生
を
教
化
し
仏
果
に
向
か

わ
し
め
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
還
相
回
向
の
意
味
に
相
応
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
九
の
恒
順
衆
生

の
願
で
は
、

ク

ノ

ニ

ス

ロ

ヲ

ヲ

テ

ノ

ニ

シ

ク

セ

バ

ニ

チ

菩
薩
如
レ是
平
等
饒
一益

一
切
衆
生
叩
何
以

故
。
菩
薩
若
能
随
二順

衆
生
幻
則

ス

ス

ト

シ

ヲ

シ

テ

ニ

ス

レ

バ

ヲ

チ

ス

ス

ト

シ

為
レ
随

呂順

供

二養
諸
仏
叩
若
於
二衆
生

叩遵

二重

承
事

殉
則
為
レ
遵
蕊
重

承

事

如

ヲ

シ

テ

ヲ

ズ
レ
バ

ヲ

チ

ヲ

ノ

ニ

来

叩若
令

二衆
生

二生

二歓
喜

一者
。

則
全

二

切
如
来

歓
喜
叩
何
以
故
。

諸
仏
如

ロァ

ヲ

ス

ト

ハ

テ

ニ

ス

ヲ

ハ

ヘア

ニ

ズ

来
。

以

二大
悲

心
一而
為
レ
体
故
。

因
於
二衆
生

叩
而
起
二
大
悲
叩
因
於
二
大
悲
叩
生
ニ

ヲ

ハ

ユ

ソ

ズ

ヲ

バ

ク

ノ

リ

ノ

菩
提
心
叩
因
菩
提
心
。
成
二等
正
覚
叩讐
如
二暖
野
沙
磧
之
中
殉
有
二大
樹
王
幻若

(
1
5
)

根
得
レ水
。
…
…
以
下
略

と
し
て
、
衆
生
を
大
樹

の
根
に
、
仏
果
を
花
や
果
実
に
、
す
い
上
げ
る

水
を
大
悲

の
水
に
そ
れ
ぞ
れ
讐
え
て
い
る
。
そ
し
て
大
悲
の
水
に
よ

つ

ス

ニ

シ

て
衆
生
を
饒
益
す
る
と

説

き
、

ま
た

「
是
故
菩
提
。
属
二於
衆
生
鴨
若

ク
バ

ニ

ハ

ズ
ル
コ

ヲ

無
二
衆
生
ゆ
一
切
菩
薩
。
終
不
レ能
レ成
ご無
上
正
覚
ご

と
続
い
て
説
く
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
果
に
よ
り
て
因
に
向

か

う

(従
果
向
因
)
説
き

方
で
、
大
悲
に
よ
る
衆
生
済
度
を
説
い
て
い
る
。
よ

つ
て
こ
の
願
の
内

容
も
普
賢

の
徳

の
思
想
に
呼
応
す
る
も
の
と
考
え

ら

れ

よ

う
。
そ
し

て
、
第
十

の
普
皆
廻
向

の
願
は
、
第

一
か
ら
第

九
ま
で
の
願
の
功
徳
を

一
切
衆
生
に
回
向
し
て
、
悉
く
衆
生
を
解
脱
せ
し
め
ん
と
す
る
願
の
内

容
で
、
還
相
回
向
と
の
関
連
に
強
く
関
心
が
持
た
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
十
大
願
を
説
き
終
わ

つ
た
後
、

ノ

チ

リ

テ

チ

ヲ

一
刹
那
中
。

即
得

二往
生
極
楽
世
界
叩
到
已
即
見
二
阿
弥
陀

仏
幻
…
…
中
略
…
…

テ

ニ

ノ

ル

ス
ル
ヲ

ク

テ

於

一二

念

中
叩
所
有
行
願
。

皆
得

二成
就

一
所
レ
獲
一幅福
聚
無
量
無
辺
叩
能

於
二煩

ノ

エ

シ

ヲ

シ
ム

レ

ナ

ス
ル
ヲ

悩
大
苦
海

中
叩
抜
一一済
衆
生

叩
令

二其
出
離
而
皆
得
レ
往
二
生

阿
弥
陀
仏
極
楽
世

ニ
(
16
)

界
。
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と
説
く
。

十
大
願
を
受
持
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
の

極
楽
世
界

に
往
生
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
説

示
で
あ
ろ
う
。
普
賢

の
大
願
が
満
足
さ
れ
て
初
め
て
普
賢

の
徳
と
言
え

る
の
で
あ

り
、
親
鷲
の
示
し
た
普
賢

の
徳
の
意
味
が
こ
こ
に
読
み
取
れ

る
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

本
論
で
は
親
鷲

に
お
け
る
普
賢

の
徳

の
思
想
基
盤
に
つ

い

て
考

察

し
、
『華
厳
経
』
普
賢
行
願
品
所
説
の
普
賢

の
十
大
願
に
そ
の
思

想

基

盤
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の
研
究

を

調

べ

る

と
、
行
普
賢
と
し
て
理
解
す
る
説
が
あ

つ
た
が
、
検
討
を
加
え
た
結
果

そ
れ
は
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

二
方
、
私
と
同
様
な
見
解
に
達

す
る
研
究
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
近
年
の
研
究
で

は
、
幡

谷

氏

が

「『無
量
寿
経
』」
序
文

の
普
賢
大
士
の
徳
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
菩
薩

道
に
つ
い
て
主
と
し
て

『
華
厳
経
』

の
普
賢
行
願
品
に
よ

つ
て
表
わ
さ

(
1
7
)

れ
た
」
と
略
述
し
、
ま
た
先
人
の
慧
雲
が

『
往
生
論
註
服
宗
記
』
で

斉
普
賢
等
者
。
今
生
二彼
土
一者
。
生
即
無
生
。
無
生
即
生
。
恒
順
衆
生
普
皆

(
1
8
)

回
向
。
二
十
二
願
成
就
。
故
云
餓同
徳
輔也
。

と
簡
略
に
示
し
、
道
隠
が

『
教
行
信
証
略
讃
』
で

テ

ノ

ニ

ズ

ヲ

ヲ

ノ

普
賢

之
徳
者
。

於
二
果
分
不
可
説
中
叩
而
現
二
因
門
叩従
果
果
向

因
名

二普
賢

徳
叩

ソ

ス
ル

ヲ
(
1
9
)

労
謙
善
譲
斉
二普
賢
叩
而
同
レ徳
者
。

と
ご
く
簡
略
に
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
三
人

の
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
簡
略
な
為
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
理
解
し
難
く
、

こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
今
ま
で
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
な
か

つ
た
と
言

つ

」
よ

い
と

思
わ

れ

る
。

上

の

よ
う

に

『
華

厳

経

』

の
文

に
具
体

的

な
検

剛
を

加

え

て
、

普

賢

の
十

大

願

に
思

想

基

盤

を

求

め

る

こ
と

に

よ

り
、

」
れ

ら

先

人
達

の
指

摘

さ

れ

た
意

味

も

よ

り
明

ら

か

に
な

つ
て
き

た

と

い
い
う

る

の
で

は

な

い

か

と
思

わ

れ

る
。

1
 
真
聖
全

二

・
三
五
。

2
 
同
、

四
四
六
。

3
 

同
、

六
二
四
。

4

『
親
驚
聖
人
真
蹟
集

成
』
第

三
巻

・
三
三
及
び

一
八
四
。

5
 
真

聖
全

二

・
五
五
四
及
び
七
三

一
。

6
 
同
、

三
七
及
び

一
〇

八
。

7
 
同
、

四
九
。

8
 
真

聖
全

一
・
二
八
六
。

9
 
山
辺

・
赤

沼
著

『
教
行

信
証

講
義
』
三
九
五
頁
。

10
 
山
田
亮
賢

「親
鷺

に
お
け
る
弥
勒

と
普
賢
」

(『
真
宗
研
究
』
十

一
・
八

四
頁
)

11
 
大
正
四
五

・
五
八
〇

b
-
c
。

12
 
同
、

一
〇

・
二
八
二

a
。

13
 
同
、

一
〇

・
八
四
四
b
。

14
 
同
、

一
〇

・
八
四
五

c
。

15
 
同
、

一
〇

・
八
四
六

a
。

16
 
同
、

一
〇

・
八
四
六

c
。

17
 
幡
谷
明

「
大
無
量
寿
経

の
回
向
思
想
」
(
『親
鷺
教
学
』
四
〇

・
四

一
・

二

一
頁
-
二

二
頁
。
)

18
 
真
宗
全
書

・
第
十
巻

三
五
頁
。

19

『
教
行
信
証
講

義
集
成

』
第
七
巻

三
七
六
頁
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

普
賢

の
徳
、

『
華
厳

経
』
、
普
賢

の
十
大
願

(龍
谷
大
学
大
学
院
)

親
驚

に
お
け

る
普
賢

の
徳

の
思
想
基

盤
に

つ
い
て
 
(道

元
)
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